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むらのできごと

焼き板体験

対面販売

物産コーナー 保冷ケース

五木村フェア in 阿蘇ミルク牧場

　
２
０
１
８
五
木
村
フ
ェ
ア
in

阿
蘇
ミ
ル
ク
牧
場
が

9

月
30

日
か
ら
10

月
28

日
ま
で
阿
蘇
ミ
ル
ク
牧
場

（
西
原
村
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ア
で
は
、
牧
場
内
レ
ス
ト
ラ
ン
「
マ
ザ
ー
ズ

キ
ッ
チ
ン
」
に
お
い
て
、
五
木
村
産
の
原
木
シ
イ
タ

ケ
、
タ
ケ
ノ
コ
、
鹿
肉
、
６
片
ニ
ン
ニ
ク
、
く
ね
ぶ
、

豆
腐
や
ジ
ャ
ム
な
ど
を
食
材
に
し
た
「
ジ
ビ
エ
マ
ー

ボ
ー
」
「
梅
ジ
ャ
ム
ケ
ー
キ
」
「
煮
し
め
」
そ
の
他
多

数
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
物
産
館
「
ミ
ル
ク
市
場
」
で
も
専
用
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、
観
光
展
示
や
鹿
肉
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
塩
ワ
ラ
ビ
、

地
蜂
巣
蜜
な
ど
様
々
な
特
産
品
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
生
産
者
に
よ
る
対
面
販
売
や
焼
き
板
体
験
も

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
大
勢
の
来
場
者
が
あ
り
、
五
木
村
の
美

味
し
い
食
材
と
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
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　台風 25 号の接近に伴い、10 月７日に予定

されていた分館のスポーツ大会は北分館・西

分館が中止になり東分館は翌 14 日に延期さ

れ、三浦分館は予定どおり 14 日に実施され

ました。

　この分館のスポーツ大会は、各分館で実施

しており、毎年恒例となっています。

　東分館は五木東小学校を会場にグラウンド・

ゴルフを行いました。普段、グラウンド・ゴ

ルフをしている人、していない人など様々な

人たちが参加して和気あいあいとした雰囲気

の中すすめられ、最も少ない打数の方は 40

打で優勝しました。これ以外にも小学生を対

象にニュースポーツも行いました。ニュース

ポーツとはだれでも気軽に行えるスポーツと

して考案されたもので、小学生も楽しみながら新しいスポーツを楽しんでいたようです。

なお、終了後は懇親会も行い普段なかなか話す機会のない人と懇親を深めました。

　三浦分館は三浦地区集会所横の三浦グラウンドにおいて、東分館同様グラウンド・ゴルフを行いました。

グラウンドの状態によって参加者も苦労しているようでしたが、みんな楽しそうにグラウンド・ゴルフを行っ

ていました。

　運動会を企画していた北公民館、グラウンド・ゴルフを企画していた西分館は台風の接近により中止とな

りました。来年は多くの参加者が笑顔で楽しめる分館行事になると思いますので、皆様方の積極的な参加を

お待ちしております。

スポーツの秋を楽しみました　分館スポーツ大会

五木東小学校英語教育研究発表会

　「グローバル・コミュニケーター『東っ子』を育む教育の創造～『English』の指導に関する研究を中心に

～」を研究主題に、文部科学省指定の教育課程特例校として英語教育に取り組んでいる五木東小学校で、10

月 10 日に研究発表会が開催され、県内外から約 180 名の教育関係者が参加されました。

　３年間の研究成果を、ICT を活用した公開授業等を行い、記念講演をされた文部科学省直山木綿子教科調

査官からも「子どもが話す英語の発音が素晴らしい」と評価されました。

　また、講演の冒頭に、早朝からグリーンのジャンパーを着て、駐車場から受付・案内等裏方としてご協力

いただいた保護者の方々へも、よそでは見られない一体感があったと感心しておられました。

ゴールまであと少し！

タブレットを使った公開授業 たくさんの人の前で少し緊張
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むらのできごと

第６回子守唄の里五木グラウンド・ゴルフ大会開催

ゴルフに古文書!　いろいろな生涯学習教室開催しています

　五木村中央公民館主催の生涯学習教室のゴルフ教室と古文書教室を行いました。

　ゴルフ教室は10 月６日と10 月 27 日の２日間、錦町の新宮寺ゴルフ練習場にて

９名の参加者で開催しました。

　以前はお金のかかるイメージのあったゴルフですが、近年は一日５千円程度で 80

歳を超えても楽しめる生涯スポーツとして注目されています。

　そこで人吉市に在住の呉原プロを講師にお迎えして教室を開催しました。

　参加者は今まで右に曲がっていたボールが呉原さんのアドバイスを受けてまっすぐ

に飛ぶようになるなど参考にしていました。

　初心者の参加者は「基本もわからない状態で、呉原さんに教えてもらって非常に

よかったです」と喜んでいました。

　10 月18 日、23 日の２日間、古文書教室を役場会議室で行いました。

　今回のテーマは今から２００年ほど前に人吉で起きた農民一揆の責任を取って切

腹した悲劇の家老「田代善右衛門」の日記を読みながら、その当時の人吉球磨の人々

の生活を知りました。他にはあさぎり町でとれた熊の話で、その当時までは熊がこ

の付近にもいた事、砂糖の値段が意外にそれほど高くなかった事など学びました。

　10 月 17 日の水曜日、球磨人吉からグラウンド・ゴルフ愛好者 130 人を集めて、第６回子守唄の里五木

グラウンド・ゴルフ大会を開催しました。

　今回の大会は球磨人吉の新しい知り合いを増やすことを目的として、参加者が当日くじを引いてチーム分

けを行いました。

　五木村からは約 30 名の参加でしたが、ホームグラウンドの利を最大限に生かして活躍されました。

　順位は以下のとおりです。（敬称略）

　A コート　１位　服部　正志（人吉）　２位　瀬戸山　昇（多良木）　３位　田山　利光（相良）

　B コート　１位　横谷　　猛（人吉）　２位　上片平須磨子（人吉）　　３位　酒井伊津子（あさぎり町）

　C コート　１位　上片平輝義（人吉）　２位　田原　勝江（人吉）　　３位　田上スミエ（五木）

　D コート　１位　段村スミ子（人吉）　２位　椎葉弥一郎（多良木）　３位　平川　恬之（錦）

　　　　　　４位　田山　　宏（五木）

プレイ風景 ホールインワンも多数出ました

文政５年の田代善右衛門日記表紙
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一発で入るかな〜？

交通安全を呼びかける安全運転管理者の皆さん

団体の部で優勝した鶴亀Aの皆さん

交通安全推進　グラウンド・ゴルフ大会

秋の交通安全運動 人吉球磨中体連駅伝大会で疾走

　10 月 5 日、五木源パークで高齢者の交通事故防止を目的に、人吉地区交通安全協

会五木支部と、五木村老人クラブ連合会の共催によるグラウンド・ゴルフ大会が開催

されました。

　当日はあいにくの雨でしたが、ホールインワンが出る等、楽しく競技が繰り広げら

れ、競技終了後には、五木駐在所の井上紘一巡査長から、高齢者の交通事故情勢や、

振込み詐欺などの講話があり、皆さん熱心に聞き入っていました。

【結果】（敬称略）

・個人の部　優　勝　北原　　束

　　　　　　第２位　木野　典子

　　　　　　第３位　土肥　秀代

　　　　　　　〃　　田山　　宏

・団体の部　優　勝　鶴亀Ａ

　　　　　　第２位　鶴亀Ｂ

　　　　　　第３位　白滝Ａ

　9 月 21 日から 30 日までの 10 日間、秋の全国

交通安全運動が行われました。

　25 日は、道の駅前でタッチ運動を行い、交通指

導員や人吉地区安全運転管理者等協議会五木支部、

人吉高校五木分校の生徒らが道路沿いに立ち、運

転者に交通安全を呼び掛けました。

　これからの季節、日が暮れるのが早くなります。

運転者は早めのライト点灯を、歩行者は反射材の

着用をお願いします。

　10 月 16 日、あさぎり中学校スタート・ゴール
のコースで開催され、五木中学校が男女ともに出
場しました。
　女子は、第１区から上位争いに加わり、中盤で
は歴代優勝校の錦中、多良木中、湯前中を抑え一
時５位まで上がり、他校関係者からも驚きの声が
聞かれました。
　順位は参加 11 校中８位（全 14 チーム中 10 番
目）でしたが、昨年度の順位、記録とも大幅に更
新し、見事躍進賞を獲得しました。
　男子は人数不足のため、２年振りの参加となり、
ほとんどの生徒が初出場で、全員がタスキを繋ぎ
きり、結果は 12 校中 12 位（全 19 チーム中 19
番目）でしたが、目標タイムを上回る力走でした。

ホールインワンできるかな？

中野くんから黒木くんへ
１年生のタスキリレー

険しいコースを頑張った
１年生永井さん
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むらのできごと

五木村中央保育所で人権教室が開催されました

新
規
採
用
職
員
紹
介

住民税務課

加藤 大雄
（かとう　はるお）

　10月より五木村農林水産物

協議会で勤務させていただく

事になりました鶴田明美と申します。

　出身は、錦町です。

　まずは、一日も早く五木村の事を知り、五木村

での生活にも慣れて、これからの業務に取り組ん

でいきたいと思っておりますので、どうぞよろし

くお願い致します。

五木村農林水産物協議会

職員

鶴田 明美
（つるだ　あけみ）

　今年10月の新規採用で、住

民税務課に勤務することにな

りました加藤大雄です。

　出身は大分県大分市で今年27歳になります。

　五木村に関してはまだまだわからないことが

多いですが、一日も早く五木村に貢献できるよう

に頑張っていきたいと思います。

　どうぞ宜しくお願い致します。

　10月より五木村農林水産物

協議会で勤務させていただく

事になりました仲川正育と申します。

　主に道の駅での勤務となります。

　地域の皆様の意見を傾聴し、情報を共有しなが

ら取組んでいきたいと思います。

　どうぞよろしくお願い致します。

五木村農林水産物協議会

職員

仲川 正育
（なかがわ　まさいく）

　10月より五木村役場の総務

課でお世話になることになり

ました宮本颯樹です。

　出身は熊本市で、今年19歳です。

　初めてのことが多くてまだまだ困惑していま

すが、1日でも早く仕事や生活に慣れ、皆さんのお

役に立てるように頑張りたいと思います。

　どうぞよろしくお願いします。

総務課

宮本 颯樹
（みやもと　さつき）

うまく歌えたかな？

　人吉人権擁護委員協議会（辻　篤子会長）

が主催する人権教室が職員、園児の他に保

護者の参加のもと、１０月１６日に保育所で

開催されました。

　紙芝居『こねこのしろちゃん』やＤＶＤ『ね

ずみくんのきもち』を鑑賞しながら、『相手

のことを大切に思う心』や『思いやりが大切

なこと』を保護者とともに学ぶいい機会に

なりました。

6広報いつき11月号2018.11



保健だより11月号

げんぞう会や脳いきいき教室のお問い合わせ先：保健福祉課　TEL 37 － 2214、IP：2214

11月のげんぞう会の日程表

場　所 宮　園 三　浦 頭　地 小　鶴

期　日
 6日（火） 13日（火）  1日（木）  8日（木）

20日（火） 27日（火） 15日（木） 22日（木）

時　間 開始時間　：　午前10：00　（ 9：30から受付開始 ）

場　所 平沢津 下梶原 瀬　目 平　瀬

期　日
 6日（火） 13日（火）  1日（木）  8日（木）

20日（火） 27日（火） 15日（木） 22日（木）

時　間 開始時間　：　午後1：45　（ 1：15から受付開始 ）

期　日 7日（水）、14日（水）、21日（水）、28日（水）

場　所 保健センター 宮園交流館

時　間
受付（午前）　9：30 受付（午後）　1：00

開始（午前）10：00 開始（午後）　1：30

介護予防教室

11月の脳いきいき教室の日程表

　毎週水曜日に、理学療法士 川畑

先生をお迎えし、脳いきいき教室を

開催しています（無料）。ニュース

の振り返りやパズル等をしながら、

楽しく頭の体操をしませんか？

　膝や腰が痛い方にも、負担の少ない運動の仕方をお伝えします。

ぜひ、正しいからだの動かし方を身につけて、楽しく運動しましょう。

※参加対象：65歳以上の方（要介護認定の方を除く）

期日▶11月2日（金）、12月7日（金）

乳幼児健診のお知らせ

健　診 受付時間（午後） 場所 対象者

乳幼児健診 1：30～2：00 保健センター
3・6・10ケ月、1歳2ケ月、

1歳6ケ月、3・4・5歳児

※対象者が少ないときは健診を中止する場合があります。
　その際は対象者の方に個別に日程を通知します。

村
税
等
（
保
険
料
）
の
納
付
は
、
口
座
振
替
が
便
利
で
す
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

こころの健康相談

11月 14日は世界糖尿病デーです

専門医の受診が難しい方、ぜひ、この機会を利用してみませんか？

熊本県人吉保健所　精神保健相談

臨床心理士が相談を受けます。

◎相談内容の秘密は固く守られます。

◎希望があれば、ご自宅に伺うこともできます。

11月8日（木）・12月13日（木）▶ 場所：多良木町多目的研修センター1階中会議室

11月16日（金）▶ 場所：人吉保健所

完全予約制です。事前に保健所担当まで連絡してください。

相談日

相談内容：物忘れ、人間関係の悩みや病気の対応など

11月15日（木）相談日

五木村　こころの健康相談

相談は、
無料です。

専門の医師が相談を受けます。

 保健福祉課　TEL 37－2214　IP：2214お問い合わせ先

人吉保健所保健予防課　TEL 22 － 5289お問い合わせ先

　熊本県では、40 歳から74歳の 4人に1人が糖尿病有病者・予備群です。この機会

にぜひ、生活習慣を見直しましょう。

◇糖尿病って？
　糖尿病は、インスリンというホルモンが十分に働かないため血中のブドウ糖（血糖）が

慢性的に増える病気です。痛みなどの自覚症状が少ないことから、そのまま治療を受け

ないケースが多くありますが、放置すると深刻な合併症を引き起こします。

◇糖尿病にならない・悪化させないためには・・・
①発症の予防

　「適正な食事・運動」が大事と言われています。食事については、単に糖分を控えるのではなく、いろいろな

食品をバランスよく食べる必要があります。1日３食規則正しく食べる、ゆっくりよくかんで食べる、野菜のおか

ず（葉物など）から食べることは血糖値の上昇を緩やかにします。

　運動は、特別なことではなく、毎日の生活の中で無理のないことから始めるのが継続のポイントです。エレベー

ターではなく階段を使ったり、速足で歩いたり、テレビを見ながらストレッチをしたりと日常の中に体を動かす

機会を作ってみましょう。

②早期発見

　まずは、年に1回定期健診を受けましょう。要精密検査・要治療等の判定が出た場合は、すみやかに病院

を受診し、医師の指示を受けてください。

　また、村で実施する健診結果説明会などの保健指導の場を活用し、生活改善に努めましょう。

③合併症の予防

　血糖が高いまま何年間も放置すると、血管が傷つき、網膜症・腎症・神経障害などの合併症を引き起こし、

末期には失明したり透析治療が必要となることがあります。さらに、糖尿病は脳卒中、虚血性心疾患などにつ

ながることも知られています。

　自覚症状がないからといって放置せず、治療や生活改善を継続しましょう

★血管を守るために禁煙チャレンジ応援助成金をご活用ください★

　～健康になるために応援金がもらえるなんて一石二鳥～

　五木村では、禁煙外来を受診された場合に、その費用の一部を助成し、禁煙に向けた取り組みを支援しています。

　⇒詳しくは保健福祉課へ（電話：３７－２２１４、IＰ：２２１４）
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村からのお知らせ

日 月 火 水 木 金 土

1 2

（総合診療科） 

田浦

（外　科） 

下川

（総合診療科） 

永田

（血液内科） 

樅田

（総合診療科） 

田浦

（総合診療科） 

平賀

（総合診療科） 

永田

（代謝内分泌内科） 

大礒

（総合診療科） 

田浦

（外　科） 

下川

（総合診療科） 

永田

（血液内科） 

樅田

（総合診療科） 

平賀

（総合診療科） 

永田

（代謝内分泌内科） 

大礒

※都合により担当医師が変更となる場合もあります。12月

人吉医療センター〔予約センター〕月曜日〜金曜日・午前 9 時〜午後 5 時

【予約時】TEL 22−1900　　【救急時】TEL 22−2191

（TEL 37−2008　IP：2008）

〈診療所を受診される方へ〉

待ち時間を少なくするため、予約受付を行っています。医師は、患者搬送のために救急車に同乗したり、

往診の為不在の場合があります。受診される場合は、必ず予約してお越しください。

21 222019181716

2926 27 282524/3123/30

7 8632 54
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診療所担当医師予定表

診療所の医師の交代

　今年の4月から五木診療所長として勤めさせていただきました早川です。

　人事により9月までの半年間という短い時間での異動となり村民の皆様には大変ご迷惑をおかけいたします。

短い時間ではございましたが、皆様にはいつも笑顔で温かく接していただき五木村がとても好きになりました。

　10月からは上天草総合病院で内科医として勤務することになります。今後もこの地で学んだことを生かして

日々精進していきたいと思います。ありがとうございました。

　みなさんこんにちは。10月より五木診療所長として赴任しました永田洋介と申します。

　自治医科大学を卒業後、熊本赤十字病院で初期研修を行い、上天草総合病院の勤務を経てこちらに着任致

しました。

　私の出身は人吉・球磨地方で、幼い頃から地域医療にかかわる機会は多く、地域ならではの「人の温かさ」や

「人との繋がり」を大切にしながら医療を行うことを日々心掛けており、患者様と話しやすい関係性を築き上げ

不安を解消できるように努めております。

　 自 身 の 専 門 領 域 と し て は、総 合 診 療 科（General Practice）、総 合 診 療 医（General 

Practitoner,Generalist）を目指しております。

　自分自身が総合診療医としての役割を１００％果たせているとはまだまだ思っておりませんが、できる限り患

者様に対して多角的なアプローチ、理想の総合診療医に近づけるように日々努力している次第です。

　まだまだ若輩者で至らない点も多 あ々るとは思いますが、これからもどうぞよろしくお願い致します。お見か

けしましたら気軽にお声掛けください。

退任挨拶

新任挨拶

村
税
等
（
保
険
料
）
の
納
付
は
、
口
座
振
替
が
便
利
で
す
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日付 曜日 医療機関 電話番号

3 日 土
外山内科 22-2003

吉村皮ふ科医院 22-7555

4 日 日

外山胃腸病院 22-3221

人吉リハビリテーション病院 24-6111

増田クリニック小児科 22-3570

11 日 日

たかはし小児科内科医院 24-2222

みのる診療所 24-7258

やまぐちマタニティ 24-2738

18 日 日
愛甲産婦人科麻酔科医院 22-4020

あいだ診療所 25-1651

23 日 金

伊津野医院 22-3066

掛井眼科医院 22-3383

人吉医療センター 22-2191

25 日 日
医療法人つばめ河野産婦人科医院 24-3838

岡医院 22-3371

当番医が変更する場合がありますので、必ず電話で確認をして受診してください。

※１１月の球磨郡医師会休日当番医については先月の広報を確認してください。

 保健福祉課　TEL 37－2214　IP：2214お問い合わせ先

 保健福祉課　TEL 37－2214　IP：2214お問い合わせ先

Itsuki VillageNews

03

Itsuki VillageNews

04

12月の球磨郡の休日当番医のお知らせ

11月の人吉市の休日当番医のお知らせ

当番医が変更する場合がありますので、必ず電話で確認をして受診してください。

日付 曜日 医療機関 電話番号 小児科医療機関 電話番号

２日 日
渡辺医院 42-2541

たかはし小児科内科医院 24-2222
深水内科医院 38-3221

９日 日
上球磨クリニック 42-5868

増田クリニック小児科 22-3570
酒瀬川内科 38-0050

１６日 日
横山医院 42-2132

人吉医療センター小児科 22-2191
ほづみ皮膚科医院 26-5300

２３日 日
仁田畑クリニック 42-1123

やまむら医院 45-0005
小川整形外科医院 38-3455

２４日 月

増田耳鼻咽喉科クリニック 45-8001

増田クリニック小児科 22-3570脳神経外科小林クリニック 38-5670

球磨村診療所 32-0377

２９日 土
※年末年始においては、来月の広報誌にて
　お知らせしてします。

公立多良木病院小児科 42-2560

３０日 日 たかはし小児科内科医院 24-2222

３１日 月 堤病院附属九日町診療所小児科 22-2251

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
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村からのお知らせ

平成30年

８月診療分

件数 保険者（五木村）負担額 前月比

入　　院 6 2,403,242 円 −43.67％

外　　来 279 2,689,269 円 −4.70％

調　　剤 116 893,659 円 −5.51％

食事・生活療養費 6 84,706 円 −24.17％

その他療養費 4 10,784 円 −35.40％

合　　計 411 6,081,660 円 −25.49％

8 月末国保被保険者数 １人当たり保険者負担額（月額） 前月比

251 人 24,230 円 −24.90％

今月の医療費は先月に比べ減少しています。特に入院費の減少が大きな要因です。
インフルエンザが流行り始める時期になります。うがいや手洗いを行い体調管理に努めてください。

Itsuki VillageNews

05

Itsuki VillageNews

06

国民健康保険医療費の状況

八代年金事務所・年金出張相談（11月）

場　所 期　日 相談時間

人吉市東西コミュニティセンター
 5日（月）・12日（月）

19日（月）・26日（月）
　午前 9 時～

　　　午後 5 時錦町社会福祉協議会（温泉センター） 14日（水）・28日（水）

多良木町役場  7日（水）・21日（水）

【問い合わせ先・予約先】　 八代年金事務所　お客様相談室　TEL 0965－35－6123

　　　　　　　　　　　　五木村役場　住民税務課　　　　TEL 37－2213（IP2214）

年金相談は予約制となっております。予約なしで来訪されると対応できない場合も

ありますので、必ず予約をしてください。

～納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！～
　控除の対象となるのは、平成３０年１月から１２月までに納められた保険料の全額です。過去の年度分や

追納された保険料も含まれます。配偶者やご家族（お子様等）の負担すべき国民年金保険料を支払っている

場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。

　なお、平成３０年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるためには、年末調整や

確定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要となります。

　このため、平成３０年１月１日から１０月１日までの間に国民年金保険料を納付された方には、１１月上

旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られますので、申告書の提出

の際には必ずこの証明書または領収証書を添付してください。

村
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第30回 五木の子守唄祭のお知らせ
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INFORMATION

　

次
の
要
領
に
て
、
自
衛
官
等
の

募
集
を
行
い
ま
す
。

１ 

自
衛
官
候
補
生

○
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
（
中
卒
可
）

○
受
付
期
間

　

11
月
６
日
～
11
月
26
日

○
試
験
日

　

12
月
２
日

２ 

高
等
工
科
学
校
学
生

（
１
）
推
薦

○
受
験
資
格

　

男
子
で
中
卒
（
見
込
み
含
む
。
）

17
歳
未
満
の
成
績
優
秀
か
つ
生
徒

会
活
動
等
に
顕
著
な
実
績
を
修
め
、

学
校
長
が
推
薦
で
き
る
人

○
受
付
期
間

　

11
月
１
日
～
11
月
30
日

○
試
験
日

　

平
成
31
年
１
月
５
日
～
１
月
７

日
の
う
ち
、
１
日
を
後
日
指
定

（
２
）
一
般

○
受
付
期
間

　

11
月
１
日
～

　

平
成
31
年
１
月
７
日

○
試
験
日

　

１
月
19
日

▼
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

　

人
吉
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
２
２-

４
７
０
４

　

自
宅
で
仕
事
を
し
た
い
障
が
い

者
の
方
を
募
集
し
ま
す
！
（
熊
本

県
補
助
事
業
）

　

働
く
時
間
や
移
動
に
制
約
が
あ

り
一
般
就
労
が
困
難
な
障
が
い
者

の
方
、
自
宅
で
仕
事
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

■
応
募
資
格

　

障
が
い
者
お
よ
び
難
病
患
者
な

ど
で
一
般
就
労
が
難
し
い
方

■
仕
事
の
内
容

　

入
力
、
デ
ジ
タ
ル
採
点
デ
ー
タ
、

デ
ザ
イ
ン
作
成
な
ど
を
テ
レ
ワ
ー

ク
で
行
い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
の
貸
し
出
し
や
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
訓
練
を
無
料
（
条
件
あ

り
）
で
行
い
ま
す
。

ま
ず
は
、

 

く
ま
も
と
在
宅
就
労  

検
索

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

在
宅
就
労
支
援
事
業
団

☎
０
９
６-

２
１
３-

０
７
０
１

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

　

「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
国
民

生
活
に
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い

る
税
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
（
必
要

性
）
及
び
役
割
（
使
途
）
を
分
か
り

や
す
く
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、

国
民
の
皆
様
の
税
に
対
す
る
理
解

を
よ
り
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に

設
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
く
ら
し
を

支
え
る
税
」
で
す
。

　

な
お
、「
税
を
考
え
る
週
間
」
の

実
施
に
合
わ
せ
て
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
に
「
く
ら
し
を
支
え

る
税
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
特
設

ペ
ー
ジ
を
設
け
、
国
税
庁
の
各
種

取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

w
w

w
.n

ta
.g

o
.jp

 

又
は

 

国
税
庁  

検
索

ご
存
じ
で
す
か

「
税
を
考
え
る
週
間
」

自
衛
官
等
の
募
集
に

つ
い
て

在
宅
就
業
支
援
体
制
構
築

モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て

 

お
知
ら
せ

Itsuki VillageNews

08
11月は児童虐待防止推進月間です

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。あなたの 1本のお電話で救われる子どもがいます。

児童虐待かもと思ったらすぐにお電話ください。

お住まいの地域の児童相談所につながります。※一部の IP 電話からはつながりません。 ※通話料がかかります。

連絡は匿名で行うことも可能です。

連絡者や連絡内容に関する秘密は守られ

ます。

出産や子育てに関する悩みや質問がある方は、

児童相談所・市町村へお気軽にご相談ください。

村
税
等
（
保
険
料
）
の
納
付
は
、
口
座
振
替
が
便
利
で
す
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小
中
学
校
の
集
団
宿
泊
教
室
以

外
で
も
、
県
立
青
少
年
の
家
が
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
の
中
で
体
験
活
動
や
創

作
活
動
な
ど
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

天
草
青
年
の
家

　

☎
０
９
６
９-

５
６-

１
６
５
０

　

菊
池
少
年
自
然
の
家

　

☎
０
９
６
８-

２
７-

０
０
６
６

　

豊
野
少
年
自
然
の
家

　

☎
０
９
６
４-

４
５-
３
８
５
５

　

あ
し
き
た
青
少
年
の
家

　

☎
０
９
６
６-

８
２-

３
０
９
２

　

不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど

子
ど
も
若
者
の
問
題
に
つ
い
て
、

「
つ
な
が
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日　

時

　

11
月
25
日
㈰
午
後
１
時
か
ら

■
会　

場

　

県
民
交
流
館
パ
レ
ア
ホ
ー
ル

■
参
加
費
：
無
料

■
内　

容

　

①
講
演

　

「
つ
な
が
り
を
め
ぐ
る
光
と
影
」

　

筑
波
大
学　

教
授

土
井　

隆
義　

氏

　

②
講
演

　

「
再
起
可
能　

言
葉
で
つ
な
が

　

る
心
の
き
ず
な
」

　

熊
本
放
送　

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

　

木
村　

和
也　

氏

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
子
ど
も
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６-

３
８
７-

７
０
０
０

　

身
体
障
が
い
者
手
帳
所
持
１
・

２
級
・
療
育
手
帳
Ａ
判
定
・
精
神

障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者

の
他
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
所
持

者
の
内
、
村
長
が
特
に
必
要
と
認

め
る
方
が
タ
ク
シ
ー
を
利
用
さ

れ
る
場
合
に
利
用
１
回
に
つ
き

５
０
０
円
を
上
限
と
し
て
助
成
さ

れ
ま
す
。
利
用
券
の
枚
数
は
年
間

20
枚
で
す
。

注
意
点

・
人
吉
、
球
磨
以
外
の
タ
ク
シ
ー

　

会
社
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
他
人
に
譲
渡
し
な
い
で
く
だ

　

さ
い
。

・
有
効
期
限
は
１
年
間
で
す
。

▼
お
問
合
せ
先

　

保
健
福
祉
課 

☎
３
７-

２
２
１
４

IP
２
２
１
４

　

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
診
療
所

へ
通
院
さ
れ
た
場
合
、
か
か
っ

た
運
賃
料
金
の
半
額
負
担
で
済

み
ま
す
。

　

タ
ク
シ
ー
利
用
券
は
、
診
療
所

の
受
付
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
対
象
に
な
る
方
は
次
の

と
お
り
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
は
、
五
木
村
に
住
所
を

有
し
、
現
に
五
木
村
診
療
所
に
通

院
し
て
い
る
方
で
あ
っ
て
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

⑴　

年
齢
が
満
65
歳
以
上
の
方

⑵　

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る

　
　

世
帯
の
全
員

⑶　

障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま
た

　
　

 

は
、
療
育
手
帳
Ａ
１
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

を
所
持
し
て
い
る
重
度
の
障

が
い
者
の
方

⑷　

村
長
が
特
に
必
要
と
認
め

　
　

る
方

※
タ
ク
シ
ー
と
は
、
診
療
所
横
に

　

あ
る
「
つ
ば
め
タ
ク
シ
ー
」
利

　

用
の
み
と
、
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
お
問
合
せ
先

　

保
健
福
祉
課 

☎
３
７-

２
２
１
４

IP
２
２
１
４

　

保
育
所
で
は
、
親
族
の
介
護
や

入
院
あ
る
い
は
、
出
産
後
間
が
な

い
な
ど
の
理
由
で
子
供
の
保
育
が

困
難
と
な
っ
た
保
護
者
を
対
象
に
、

現
に
入
所
し
て
い
な
い
児
童
で

あ
っ
て
も
最
大
２
週
間
を
限
度
に

預
か
る
、
「
一
時
預
か
り
保
育
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
時
預
か
り
保
育
は
、
村

外
に
住
む
保
護
者
・
児
童
で
あ
っ

て
も
、
祖
父
母
等
が
村
内
に
居
住

し
て
い
る
場
合
に
は
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
（
例
え
ば
、
出

産
の
た
め
に
実
家
に
一
時
帰
省
す

る
場
合
な
ど
）

　

料
金
は
４
時
間
以
内
が
１
，

２
０
０
円
、
４
時
間
を
超
え
る
と

き
は
２
，
４
０
０
円
で
す
が
、
保

育
が
困
難
と
な
る
理
由
に
よ
っ
て
、

ひ
と
月
に
預
か
る
日
数
に
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
お
知
り

　

く
ま
モ
ン
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

熊
本
版
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
が
、
10
月
１
日
（
月
）
か

ら
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
図
柄
ナ

ン
バ
ー
申
し
込
み
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
問

い
合
わ
せ
先
の
窓
口
か
ら
申
し
込

み
で
き
ま
す
。

【
交
付
手
数
料
】

　

中
板
：
８
，
４
０
０
円

　

大
板
：
１
２
，
５
０
０
円

【
寄
付
金
】

　

１
，
０
０
０
円
以
上
（
フ
ル
カ

　

ラ
ー
希
望
の
場
合
の
み
必
要
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
運
輸
支
局

☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
８
６

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
熊
本
事
務
所

☎
０
５
０-

３
８
１
６-

１
７
５
８

「
五
木
村
福
祉
タ
ク
シ
ー

料
金
助
成
事
業
」
の
ご
案
内

熊
本
版
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
交
付
開
始
！

子
ど
も
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
な

ど
で
の
県
立
青
少
年
の
家
の

利
用
に
つ
い
て

く
ま
も
と
子
ど
も
若
者

よ
り
そ
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一
時
預
か
り
保
育
を

行
っ
て
い
ま
す

「
五
木
村
診
療
所
通
院

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業
」

の
お
知
ら
せ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
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INFORMATION

　

詳
し
く
は
、 

２
０
１
９
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル 

　
　
　
　

検
索　
　
　
　
　

▼
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
国
際

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

推
進
事
務
局

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
５
８
３

　

国
で
は
、
現
在
も
な
お
部
落
差

別
が
存
在
す
る
と
し
て
、
部
落
差

別
の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
的
と

す
る
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
を
定
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
に
お
い
て
も
、
結

婚
・
就
職
に
際
し
て
の
身
元
調
査

を
禁
止
す
る
「
熊
本
県
部
落
差
別

事
象
の
発
生
の
防
止
及
び
調
査
の

規
制
に
関
す
る
条
例
」
を
定
め
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
人
権
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

詳
し
く
は
、

 

熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー  

検
索

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

県
人
権
同
和
政
策
課

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
２
９
９

に
な
り
た
い
方
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

五
木
村
役
場
保
健
福
祉
課

福
祉
係 

☎
３
７-

２
２
１
４

 IP
２
２
１
４

又
は
、
五
木
村
中
央
保
育
所

☎
３
７-
２
３
６
１

 

IP
２
３
６
１

　

８
月
に
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
競

技
大
会
で
、
日
本
代
表
は
３
位
で

し
た
。
そ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、

ア
ジ
ア
選
手
権
で
の
リ
ベ
ン
ジ
に

燃
え
て
い
ま
す
。
一
緒
に
大
会
を

盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

■
開
催
期
間

　

11
月
30
日
（
金
）
か
ら

　

12
月
９
日
（
日
）
ま
で

■
試
合
会
場

県
立
総
合
体
育
館
、
八
代
市
総
合

体
育
館
、
山
鹿
市
総
合
体
育
館

■
チ
ケ
ッ
ト

　

大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い
。

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

ア
ジ
ア
選
手
権

熊
本
開
催
！

12

月
４
日
か
ら
10

日
ま
で
は

人
権
週
間
で
す
！

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

1 2 3文化の日

4 5 6 7 8 9 10
・し尿汲み取り

・郡老連スポーツ

 大会

11 12 13 14 15 16 17
大いちょう祭り

18 19 20 21 22 23勤労感謝の日 24
五木中文化祭

人権ふれあい

コンサート

行政相談 し尿汲み取り

25 26 27 28 29 30 12/1
五木東小

五木源フェスタ

区長会 社協チャリティー

演芸会

主な行事等の詳細は五木村ホームページまで！

http://www.vill.itsuki.lg.jp
11月 の行事予定

自然が奏でる子守唄の里 五木村

五木の子守唄祭

五木の子守唄祭

村
税
等
（
保
険
料
）
の
納
付
は
、
口
座
振
替
が
便
利
で
す
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発
行

日
／

平
成

30
年

11
月

1
日

発
行

／
五

木
村

役
場

編
　

集
／

総
務

課
　

印
刷

／
ソ

ー
ゴ

ー
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
ス

〒
868-0201　

 　
熊

本
県

球
磨

郡
五

木
村

甲
2672-7　

TEL0966-37-2211　
FA

X0966-37-2215

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.vill.itsuki.lg.jp　
E-m

ail info@
itsuki.kum

am
oto.jp

広
報
い
つ
き
　

N
o

.2
9

6

人
の
動
き
（
９
月
末
現
在
）

戸
籍
の
窓
口

転入 転出 出生 死亡

男 0 0 0 0

女 0 1 0 2

計 0 1 0 2
（増減−3）

人　口 1,113人

世帯数 507世帯

9月 16日～ 10 月 15 日　届出分

東小　わくわく米作り（稲刈り）体験

　１０月１２日、高野地区の田んぼで、園田久さん（頭地）指導のもと東小

３～６年生の児童が、稲刈り体験を行いました。

　稲刈り体験を通して、食物を育てる方の大変さを学び、感謝の気持ちを

込めて鎌の使い方に気をつけながら、丁寧に刈り取っていきました。

　ご指導、ご協力いただきました園田さん、ありがとうございました

【おくやみ】

10月1日

長野 末生さん （89歳）小鶴

10月9日

黒木 嘉興さん （93歳）八重


